
夏本番の暑さではありましたが、晴天にも恵まれ、８月４日（木）、平瀬ダムにおいて定礎式を行いました。定礎
式とは、ダムの本格的な築造に際し、礎石をダム本体に納め、ダムの永久堅固と安泰を祈願する式典です。

当日は山口県知事、岩国市長をはじめ、地元の方々、国、県、市、工事関係者など約１６０人の出席のもと開催し
ました。地元の岩国市立錦中学校・山口県立岩国高等学校広瀬分校の両校吹奏楽部の演奏で始まり、知事の式辞、市
長の挨拶、錦川総合開発事務所長による事業概要説明、来賓の祝辞の後、定礎の儀が執り行われました。定礎の儀の
見せ場である礎石の搬入を錦町文化協会民謡クラブによる地つき唄の中、無事に搬入され、礎石鎮定(そせきちんて
い)の儀として、「鎮石(しずめいし)の儀」・「斎鏝(いみごて)の儀」・「斎槌(いみつち)の儀」が執り行われました。
続いて、礎石の周りに、岩国市立錦清流小学校の児童によって、ダムコンクリートに使う石に、未来に向けての願い
や夢を書いた記念石を埋納した後、礎石埋納(そせきまいのう)の儀として、コンクリートバケットからコンクリート
が放出されると、久寿玉の開披が行われ、万歳三唱で定礎を祝いました。

これから工事は最盛期を迎えることとなりますが、皆様に親しまれ、愛されるダム建設を着実に進め、平成３３年
度の完成を目指します。

鎮石(しずめいし)の儀・・・礎石の根元にモルタルを入れ、礎石を鎮め、定めるもの。

斎鏝(いみごて)の儀・・・礎石の根元に入れられたモルタルをコテで抑え、ダムの堅固なることを祈願するもの。

斎槌(いみつち)の儀・・・礎石の上面を「木つち」で３回たたき、ダムの長久ならんことを祈願するもの。
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最新情報はホームページで。
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定礎式を行いました。

①礎石の搬入
②鎮石(しずめいし)の儀
③斎鏝(いみごて)の儀
④斎槌(いみつち)の儀
⑤記念石の埋納
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